
 

 

 

 

平成 26 年９月３日 

各 位 

会 社 名 ＡＮＡホールディングス株式会社 

代表者名  代表取締役社長 伊東 信一郎 

（コード番号   9 2 0 2 東証第１部） 

問合せ先  グループ総務・ＣＳＲ部長 今西 一之 

（ＴＥＬ . ０３－６７３５－１００１ ） 

 

 

日本・欧州間での貨物共同事業における国土交通省からのＡＴＩ認可に関するお知らせ 

 

 

当社 100％子会社の全日本空輸株式会社は、本日、国土交通省より、ルフトハンザカーゴＡＧと実施

する日本－欧州路線での戦略的な航空貨物共同事業（Joint Venture）について、ＡＴＩ（独占禁止法

適用除外）の認可を受けましたので、お知らせいたします。 

 

以 上 
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2014 年 9 月 3 日  

  

 

ＡＮＡ、ルフトハンザ・カーゴが  
日欧間での貨物共同事業について国土交通省の ATI 認可を取得 

～世界初、航空貨物共同事業がスタートします～ 
  

本日、ANA と世界有数の航空貨物キャリアであるルフトハンザカーゴ AG（以下 ルフト

ハンザ・カーゴ）は、日本＝欧州路線での戦略的な航空貨物共同事業（ジョイントベンチャ

ー）について、国土交通省より ATI（独占禁止法適用除外）認可を受けました。航空貨物に

おける共同事業が ATI 認可を受けた世界初のケースとなります。申請は今年春に両社を

代表して ANA が国土交通省に対し行い、また欧州では EU 競争法の規定に基づき外部弁

護士による事前の自主監査をすでに完了しています。 

 

ANA およびルフトハンザカーゴは、日欧間に就航する便についての運航ダイヤ、運賃、

営業、空港ハンドリングなどにおいて共同事業を展開するための準備をすすめてまいりま

す。まずは第一弾として 2014 年冬季スケジュール中から日本発欧州向けで、続いて 2015

年中に欧州発日本向けで共同事業を開始することを目指し、今後数週間のうちに両社によ

って共同事業の契約書に調印をする予定です。 

 

本共同事業により、お客様により多くの便の選択肢と幅広いサービスオプションを提供す

ることで、両社合同で国際航空貨物サービスの向上を図って参ります。特に両社の日欧間

直行便および接続ネットワークの活用により、これまで以上にスピーディーかつフリークエ

ントに、より多くの目的地向けの航空貨物サービスを提供することが可能となります。また、

成田・中部・デユッセルドルフ・フランクフルト・ミュンヘン（計画中）などの主要空港における

貨物上屋を統合することでワンストップのサービスの提供を目指してまいります。 

 

ANA グループとルフトハンザグループは、スターアライアンスパートナーとして既に旅客

事業において共同事業を実施しておりますが、日欧線における貨物事業においても、今後

ますますお客様の利便性向上と競争力の強化に努めてまいります。どうぞご期待ください。 

 

以 上 

 

 

≪報道関係者のお問い合わせ先≫ 

ＡＮＡ広報部 03-6735-1111 
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ANA について 

 

ANA(全日本空輸）は、営業収入で世界 8 番目（2013 年）、また旅客数・貨物搭載量ともに

日本最大の旅客機・貨物機を運航するコンビネーションキャリアです。1952 年に設立され、

国際線 36 都市、国内線 51 都市に就航し、と 187 路線で 242 機の航空機を運航していま

す。従業員数約 14,000 人が在籍し、2013 年には 4900 万人の旅客と 1,187 千トンの貨物を

輸送。1 兆 6,010 億円の営業収入（連結ベ－ス）となりました。ANA は 1999 年以来、スター

アライアンスの中核メンバーとして、太平洋路線におけるユナイテッド航空との旅客共同事

業や欧州線におけるルフトハンザドイツ航空、オーストリア航空、スイス航空との共同事業

を実施しています。2013 年にはエア・トランス・ワールド誌による「エアライン・オブ・ザ・イヤ

ー」を受賞したのに加え、英国 SKYTRAX（スカイトラックス）社が運営するエアライン・スタ

ー・ランキングで 2013 年に引き続き、2014 年も最高評価となる「5 スター」を獲得いたしまし

た。またボーイングの最新鋭機 787 型機のローンチ航空会社かつ最大機数を運航してい

ます。2014 年 4 月には、貨物事業における企画・マーケティング・販売計画・エアラインセ

ールス・上屋ハンドリング・ソリューション等のグループ内事業を統合し一体的に運営する

新たな事業会社である『株式会社 ANA Cargo』の営業を開始し、ANA グループの旅客便

貨物スペースとともにボーイング 767 型機貨物機（10 機）による沖縄ハブネットワークとア

ジア・中国域内貨物直行便の事業を支えています。 

 

 

 

ルフトハンザカーゴ AG について 

 

ルフトハンザカーゴは、世界有数の貨物航空会社にランクされており、2013 年は貨物・郵

便合計で重量は 170 万トン、約 87 億トンキロを輸送しました。現在全世界で約 4600 人の

社員が在籍し、空港間を結ぶ航空貨物ビジネスをメインに、ルフトハンザカーゴの貨物専用

機のスペースのみならず、ルフトハンザ・ドイツ航空ならびにオーストリア航空の旅客便貨

物スペース、さらにはロード・フィーダー・サービス（トラック）ネットワークの販売もあわせ、

約 100 カ国、300 地点にもおよぶ目的地をカバーしています。貨物事業の大部分はフラン

クフルト国際空港に絡むルートで展開されています。ルフトハンザカーゴは、ドイツ ルフト

ハンザ グループの１００％出資子会社です。 
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